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表層：密粒度アスファルト混合物(13F)

（改質アスファルトⅡ型）

基層：粗粒度アスファルト混合物(20)床版断面修復工（ゴムラテ）

床版損傷部のみ、舗装面積の33%を想定

既設鉄筋露出の場合、既設鉄筋の防錆処理

仕上げ・養生

打継用エポキシ樹脂接着剤

はつり

超速硬型ポリマーセメントモルタル断面修復

ゴムラテモルタル

作業終了

カッター切断

作業開始

浸透性エポキシ樹脂系プライマー塗布

①カッター工

②はつり工

③浸透性エポキシ樹脂系プライマー

[ 浸透性NSBプライマー ］

④打継用エポキシ樹脂接着剤

⑤超速硬型ポリマーセメントモルタル断面修復材

[ ニッシンボンド ]

（ゴムラテ断面修復工法）

断面修復工

[ ゴムラテモルタル ( ゴムラテパウダー + ゴムラテ混和液) ]

NETIS登録番号 : QS-150017-VE

NETIS登録番号 : KT-150114-VR

床版

既設鉄筋

※露出の場合
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令和７年度 野尻向橋修繕工事

床版断面修復工（ゴムラテ）V=6.9m3

舗装修繕工 A=300m2

R7工事 60050
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舗装打換工

20002000 171549

カッター切断工(橋軸直角方向)

名 称 仕 様 単位 数 量 摘 要

ｔ≦200 mカッター切断工

アスファルト舗装 m2舗装撤去工

アスファルト殻
m3殻処分工

橋面舗装撤去工数量表

平均t=10cmと想定

10

300

30

69ｔ

仕 様 単位 数 量

m2

橋面舗装工数量表

150基層:粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(20)

m2アスファルト舗装工 300表層:密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13F)(改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型)

摘 要名 称

t=4～7cm

t=3～5cm

注記）

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成したものである。

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。
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R7工事 60050 R6工事 60300
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数 量

数量表

備 考単位

m2塗膜系（瀝青系加熱型）

mt=5mm

mφ18導水パイプ
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注記）

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成したものである。

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

41m/100m2 フレキドレーンP相当品

41m/100m2 ボンドテープ相当品
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R7工事 60050 R6工事 60300


